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ま
え
が
き 

小
泉
義
之

　

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー（M

ichel Foucault, 1926

─1984

）は
、『
狂
気
の
歴
史
』、『
言
葉
と
物
』、『
監
獄
の
誕
生
』、『
性
の
歴
史
』
な
ど
で
、
と

て
つ
も
な
く
大
き
な
影
響
を
、
学
界
・
言
論
界
・
専
門
職
業
界
の
み
な
ら
ず
、
社
会
運
動
・
政
治
運
動
に
も
、
さ
ら
に
は
政
界
・
経
済
界
に
も
及

ぼ
し
て
き
た
哲
学
者
・
思
想
史
家
で
あ
る
。
今
日
多
く
の
言
葉
は
、
フ
ー
コ
ー
の
影
響
を
抜
き
に
は
使
用
で
き
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
精
神

疾
患
、
人
間
、
言
説
、
監
視
、
性
、
そ
し
て
、
治
療
、
表
象
、
知
、
権
力
、
人
種
、
人
口
、
衛
生
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
フ
ー
コ
ー

は
、
時
代
を
変
え
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
フ
ー
コ
ー
に
つ
い
て
の
総
合
的
で
系
統
的
な
研
究
は
、
国
内
・
国
外
を
問
わ
ず
、
意
外
な
ほ
ど
少
な
い
。
た
し
か
に
入
門
書
は
と

て
も
多
い
し
、
教
科
書
的
な
定
型
化
し
た
解
説
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
代
表
的
著
作
を
系
統
的
に
読
解
す
る
研
究
書

も
、
複
数
の
著
作
を
総
合
的
に
研
究
す
る
著
作
も
い
ま
だ
に
僅
か
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
欠
を
補
う
も
の
と
し
て
、
仏
語
や
英
語
の
論
文

集
は
幾
つ
か
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
、
定
型
的
な
解
説
の
起
源
に
あ
た
る
論
文
で
あ
り
、
い
ま
と
な
っ
て
は
得
る
と
こ
ろ
の
少
な
い
も

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
未
来
の
書
き
手
を
待
て
ば
よ
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
フ
ー
コ
ー
の
死
後
、
新
た
な
も
の
が
大
量

に
出
版
さ
れ
て
き
た
事
情
が
加
わ
っ
て
い
る
。
何
よ
り
も
、『
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
』
全
一
三
巻
の
出
版
が
あ
る
。
他
に
も
、『
性

の
歴
史
』
第
四
巻
に
あ
た
る
『
肉
の
告
白
』、
複
数
の
講
義
録
な
ど
、
そ
れ
ら
死
後
出
版
物
は
、
生
前
の
フ
ー
コ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
え

る
と
こ
ろ
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
死
後
出
版
の
波
が
一
旦
お
さ
ま
っ
た
現
時
点
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
フ
ー
コ
ー
を
総
合
的
か
つ
系

統
的
に
読
解
し
て
、
旧
来
の
研
究
の
限
界
を
突
破
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
論
文
集
は
、
多
分
野
に
ま
た
が

る
多
く
の
研
究
者
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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『
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
』
を
通
覧
す
る
な
ら
、
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
諸
著
作
の
理
解
を
深
め
る
の
に
寄
与
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
の
意
想
外
の
関
連
性
、
そ
れ
ら
の
思
想
的
な
背
景
な
ど
を
新
た
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
と
き
に
断
片
的
で

あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
多
く
の
創
見
が
含
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も
フ
ー
コ
ー
に
あ
っ
て
は
常
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
過
去
の
研
究
に
は
現
代

を
分
析
す
る
た
め
の
鍵
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
刺
激
を
受
け
て
、
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
史
の
読
み
替
え
の
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後

も
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
、
プ
ラ
ト
ン
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
、
ス
ト
ア
派
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
、
キ
ュ
ニ
コ
ス
派
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
宗
教
改
革
、

国
家
理
性
、
啓
蒙
、
統
治
、
市
場
、
市
民
社
会
、
公
衆
衛
生
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
ソ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
、
レ
イ
シ
ズ
ム
な
ど
に
関
し
て
、
新
た
な
試

み
が
始
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
本
書
は
、
そ
の
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

啓
蒙
に
つ
い
て
だ
け
少
し
触
れ
て
お
く
な
ら
、
本
書
は
、
フ
ー
コ
ー
が
初
期
か
ら
後
期
に
至
る
ま
で
カ
ン
ト
の
啓
蒙
論
を
手
引
き
と
し
て
い
た

所
以
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
フ
ー
コ
ー
論
が
単
な
る
情
報
と
し
て
そ
の
事
実
に
言
及
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
幾
つ
か
の
新
た

な
説
得
的
な
知
見
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
啓
蒙
思
想
史
研
究
に
再
検
討
を
迫
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
富
永
茂
樹
編
『
啓
蒙
の
運
命
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）所
収
の
吉
田
耕
太
郎
「「
啓
蒙
の
時
代
」
の
「
啓
蒙
へ
の
問
い
」」
が

指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
の
啓
蒙
論
は
、
一
七
七
八
年
公
示
の
ベ
ル
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
懸
賞
論
文
募
集
を
前
史
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
募
集
の
論
題
は
、「
新
し
い
誤
謬
へ
と
そ
そ
の
か
さ
れ
る
に
せ
よ
、
ま
た
古
い
誤
謬
に
縛
り
付
け
ら
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
な
ん
ら
か
の

欺
瞞
は
、
民
衆
に
と
っ
て
、
役
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
題
は
、
宗
教
改
革
以
降
、
と
く
に
ス
ピ
ノ
ザ
『
神

学
・
政
治
論
』
を
契
機
と
し
て
、
と
き
に
暴
力
的
弾
圧
も
招
き
か
ね
な
い
厳
し
い
論
争
の
焦
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神

現
象
学
』
に
よ
る
そ
の
論
題
の
要
約
、
す
な
わ
ち
「
民
衆
を
欺
く
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
」
を
考
え
て
み
て
も
、
そ
の
現
代
的
な
意
義
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
主
体
・
真
理
・
権
力
の
問
題
を
追
求
し
続
け
た
と
自
任
し
て
い
た
フ
ー
コ
ー
啓
蒙
論
の
創

見
が
、
俄
然
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
繰
り
返
す
な
ら
、
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
探
求
の
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
大
部
で
あ
る
た
め
高
価
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
点
は
心
苦
し
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
と
く
に
本
書
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
図
書
館
・
研
究
機
関
・
研
究
室
に
常
備
さ
れ
、
た
と
え
そ
の
一
部
で
あ
っ
て
も
、
時
間
を
か
け
て
広
い
読
者
に
迎
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
も
思
っ
て
い
る
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
を
舞
台
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
思
想
の
共
同
研
究
成
果
は
、
桑
原
武
夫
編
『
ル
ソ
ー
研
究
』

（
岩
波
書
店
、
初
版
・
一
九
五
一
年
、
第
二
版
・
一
九
六
八
年
）を
嚆
矢
と
す
る
が
、
そ
れ
は
二
段
組
印
刷
の
長
大
な
も
の
で
あ
り
、
私
は
高
校
の
図
書

館
で
手
に
取
っ
て
、
ル
ソ
ー
そ
の
人
に
、
そ
し
て
京
大
人
文
研
に
憧
れ
の
念
を
抱
い
た
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
そ
の
人
文
学
の
伝
統
を

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
本
書
が
若
い
方
々
に
も
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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ま
え
が
き（
小
泉
義
之
）

引
用
の
注
記
に
つ
い
て

Ⅰ　

安
全
／
科
学
／
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

1　

疫
病
下
の
フ
ー
コ
ー 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
小
泉
義
之　
…　
2

│
死
に
照
ら
さ
れ
た
深
い
革
命

2　

配
慮
と
不
安
を
遠
ざ
け
る
も
の 

…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
西
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大
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…　
19

│
　『
安
全
・
領
土
・
人
口
』
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

3　

フ
ー
コ
ー
の
「
考
古
学
」
と
科
学
史
記
述 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
隠
岐
さ
や
香　
…　
38

│
　「
断
絶
説
」
を
め
ぐ
っ
て

4　

言
説
、
科
学
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
坂
本
尚
志　
…　
55

│
　「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
の
考
古
学
」
か
ら
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
の
系
譜
学
」
へ
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Ⅱ　

啓
蒙
／
批
判
／
主
体

1　

フ
ー
コ
ー
と
啓
蒙 

…
…
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…　
佐
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淳
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76

│
自
己
へ
の
オ
デ
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の
途
上
で

2　
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わ
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っ
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126
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フ
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程 
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か 
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166
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を
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…
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…
…
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上
田
和
彦　
…　
182

│
統
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性
の
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た
文
学
の
行
方
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4　

フ
ー
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と
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…
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…
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…
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201

│
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で
あ
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と
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想
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」
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て

Ⅳ　
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狂
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史
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…
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フ
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に
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れ
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史
」
に
つ
い
て

5　

二
重
化
す
る
フ
ー
コ
ー 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
王
寺
賢
太　
…　
286

│
一
九
六
一
年
の
人
間
学
批
判
と
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
カ
ン
ト

Ⅴ　

運
動
／
権
力
／（
新
）自
由
主
義

1　

フ
ラ
ン
ス
の
中
絶
解
放
運
動
と
フ
ー
コ
ー 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
相
澤
伸
依　
…　
338

│
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
動
か
ら



xi　　　目　　次

2　

生
権
力
／
生
政
治
と
は
何
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
佐
藤
嘉
幸　
…　
356

│
レ
イ
シ
ズ
ム
、
自
由
主
義
、
新
自
由
主
義

3　
「
主
婦
化
」
す
る
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
中
井
亜
佐
子　
…　
372

│
新
自
由
主
義
的
主
体
の
変
容
と
未
来

4　

権
力
の
新
た
な
エ
コ
ノ
ミ
ー 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
北
垣　

徹　
…　
387

│
眩
し
く
て
見
え
な
い
／
単
眼
で
見
る

Ⅵ　

真
理
体
制
／
統
治
性
／
資
本

1　

真
理
体
制
概
念
か
ら
ア
ナ
ー
キ
ー
な
権
力
分
析
へ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
箱
田　

徹　
…　
406

│
フ
ー
コ
ー
新
自
由
主
義
論
を
め
ぐ
る
論
争
を
超
え
て

2　

生
権
力
と
福
祉
国
家 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
前
川
真
行　
…　
421

│
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
七
〇
年
代

3　

統
治
性
論
は
な
ぜ
棄
て
ら
れ
た
の
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
廣
瀬　

純　
…　
440

4　

人
間
の
群
れ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
長
原　

豊　
…　
457

│
資
本
と
い
う
近
代
と
反
復
す
る
本
源
的
野
蛮
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Ⅶ　

パ
レ
ー
シ
ア
／
神
／
倫
理

1　

生
き
様
の
パ
レ
ー
シ
ア 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
千
葉
雅
也　
…　
478

2　

砂
の
上
の
〈
監
視
〉
と
〈
舵
取
り
〉
・
ノ
ー
ト 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
丹
生
谷
貴
志　
…　
483

3　

パ
レ
ー
シ
ア
と
民
主
制 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
堀
尾
耕
一　
…　
504

4　

せ
め
て
風
狂
で
あ
る
た
め
に 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
布
施　

哲　
…　
521

│
パ
レ
ー
シ
ア
論
に
つ
い
て

5　

ソ
フ
ィ
ス
ト
は
い
か
に
し
て
パ
レ
ー
シ
ア
ス
ト
に
な
っ
た
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
市
田
良
彦　
…　
545

あ
と
が
き（
立
木
康
介
）　　
569
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引
用
の
注
記
に
つ
い
て

　

本
書
で
は
、
フ
ー
コ
ー
の
主
な
著
作
・
講
義
録
か
ら
引
用
を
行
う
際
、
引
用
文
に
続
く（　

）内
に
、
原
著
の
略

号
と
と
も
に
、
原
著
の
頁
数
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
、
邦
訳
書（
存
在
す
る
場
合
）の
頁
数
を
漢
数
字
で
注
記
す
る
。

た
と
え
ば
、『
性
の
歴
史
│
│
知
へ
の
意
志
』
の
原
著
七
八
頁
、
邦
訳
七
六
頁
か
ら
の
引
用
は
、「（V

S 78

／
七

六
）」
の
よ
う
に
記
す
。
本
書
で
用
い
ら
れ
る
略
号
と
そ
れ
に
対
応
す
る
原
著
、
及
び
邦
訳
書
は
、
以
下
の
通
り
。

単
行
本（
生
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
、
出
版
年
順
）

M
M

P
R　

M
aladie m

entale et personnalité. Presses U
niversitaires de France, Paris, 1954.（『

精
神
疾
患
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』、
中

山
元
訳
、
筑
摩
書
房
〔
ち
く
ま
学
芸
文
庫
〕、
一
九
九
七
年
。）

FD

　

Folie et déraison : H
istoire de la folie à l ’âge classique. Plon, Paris, 1961.

M
M

P
S　

M
aladie m

entale et psychologie. Presses U
niversitaires de France, Paris, 1962.（『

精
神
疾
患
と
心
理
学
』、
神
谷
美
恵
子

訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
〇
年
／
新
装
版
、
二
〇
二
〇
年
。）

N
C

6
3　

N
aissance de la clinique : U

ne archéologie du regard m
édical. Presses U

niversitaires de France, Paris, 1963.（『
臨
床

医
学
の
誕
生
』、
神
谷
美
恵
子
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
九
年
／
新
装
版
、
二
〇
二
〇
年
。）

R
R　

R
aym
ond R

oussel. Gallim
ard, Paris, 1963.（『

レ
ー
モ
ン
・
ル
ー
セ
ル
』、
豊
崎
光
一
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
五
年
。）

M
C　

Les M
ots et les choses : U

ne archéologie des sciences hum
aines. Gallim

ard, Paris, 1966.（『
言
葉
と
物
│
│
人
文
科
学
の
考
古

学
』、
渡
辺
一
民
・
佐
々
木
明
訳
、
新
潮
社
、
一
九
七
四
年
／
新
装
版
、
二
〇
二
〇
年
。）

A
S　

L
’archéologie du savoir. Gallim

ard, Paris, 1969.（『
知
の
考
古
学
』、
慎
改
康
之
訳
、
河
出
書
房
新
社
〔
河
出
文
庫
〕、
二
〇
一
二

年
。）



引用の注記について　　　xiv

O
D

　

L
’ordre du discours. Gallim

ard, Paris, 1971.（『
言
説
の
領
界
』、
慎
改
康
之
訳
、
河
出
書
房
新
社
〔
河
出
文
庫
〕、
二
〇
一
四
年
。）

N
C

7
1　

N
aissance de la clinique : U

ne archéologie du regard m
édical. Presses U

niversitaires de France, Paris, 1971.（N
C63

に
同
じ
。）

H
F　

H
istoire de la folie à l ’âge classique ; suivi de La folie, absence d ’œ

uvre et M
on corps, ce papier, ce feu. Gallim

ard, Pa-
ris, 1972.（『

狂
気
の
歴
史
│
│
古
典
主
義
時
代
に
お
け
る
』、
田
村
俶
訳
、
新
潮
社
、
一
九
七
五
年
／
新
装
版
、
二
〇
二
〇
年
。）

P
R　

M
oi, Pierre R

ivière, ayant égorgé m
a m
ère, m

a sœ
ur, et m

on frère... : U
n cas de parricide au X

IX
e siècle, présenté 

par M
ichel Foucault. Gallim

ard, Paris, 1973 / Gallim
ard

（coll. Folio

）, 1994.（『
ピ
エ
ー
ル
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
│
│
殺
人
・
狂

気
・
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
』、
慎
改
康
之
・
柵
瀬
宏
平
他
訳
、
河
出
書
房
新
社
〔
河
出
文
庫
〕、
二
〇
一
〇
年
。）

SP　

Surveiller et punir : N
aissance de la prison. Gallim

ard, Paris, 1975.（『
監
獄
の
誕
生
│
│
監
視
と
処
罰
』、
田
村
俶
訳
、
新
潮
社
、

一
九
七
七
年
／
新
装
版
、
二
〇
二
〇
年
。）

V
S　

H
istoire de la sexualité 1 : La V

olonté de savoir. Gallim
ard, Paris, 1976.（『

性
の
歴
史
Ⅰ
│
│
知
へ
の
意
志
』、
渡
辺
守
章
訳
、

新
潮
社
、
一
九
八
六
年
。）

U
P　

H
istoire de la sexualité 2 : L

’usage des plaisirs. Gallim
ard, Paris, 1984.（『

性
の
歴
史
Ⅱ
│
│
快
楽
の
活
用
』、
田
村
俶
訳
、
新
潮

社
、
一
九
八
六
年
。）

SS　

H
istoire de la sexualité 3 : Le souci de soi. Gallim

ard, Paris, 1984.（『
性
の
歴
史
Ⅲ
│
│
自
己
へ
の
配
慮
』、
田
村
俶
訳
、
新
潮
社
、

一
九
八
七
年
。）

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義（
講
義
の
開
講
年
順
）

LV
S　

Leçons sur la volonté de savoir : Cours au Collège de France
（1970

─1971

） ; suivi de Le savoir d ’Œ
dipe, édition établie 

sous la direction de D
aniel D

efert. EH
ESS/Gallim

ard/Le Seuil, Paris, 2011.（『〈
知
へ
の
意
志
〉
講
義
│
│
コ
レ
ー
ジ
ュ
・

ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

7 

0
│
1 

9 

7 

1
年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
1
）、
慎
改
康
之
・
藤
山
真
訳
、
筑
摩
書
房
、
二

〇
一
四
年
。）

TIP　

T
héories et institutions pénales : Cours au Collège de France

（1971

─1972
）, édition établie sous la direction de Bernard 

E. H
arcourt. EH

ESS/Gallim
ard/Le Seuil, Paris, 2015.
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L
SP　

La société punitive : Cours au Collège de France

（1972

─1973

）, édition établie sous la direction de Bernard E. H
ar-

court. EH
ESS/Gallim

ard/Le Seuil, Paris, 2013.（『
処
罰
社
会
│
│
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

7 

2
│
1 

9 

7 

3
年

度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
3
）、
八
幡
恵
一
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
七
年
。）

P
P　

Pouvoir psychiatrique : Cours au Collège de France

（1973

─1974

）, édition établie sous la direction de Jacques La-
grange. Gallim

ard/Le Seuil, Paris, 2003.（『
精
神
医
学
の
権
力
│
│
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

7 

3
│
1 

9 

7 

4
年

度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
4
）、
慎
改
康
之
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
六
年
。）

A
N

　

Les A
norm

aux : Cours au Collège de France

（1974

─1975

）, édition établie sous la direction de V
alerio M

archetti et 
A
ntonella Salom

oni. Gallim
ard/Le Seuil, Paris, 1999.（『

異
常
者
た
ち
│
│
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

7 

4
│

1 

9 

7 

5
年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
5
）、
慎
改
康
之
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。）

D
S　

« Il faut défendre la société » : Cours au Collège de France

（1975

─1976

）, édition établie sous la direction de M
auro 

Bertani et A
lessandro Fontana. Gallim

ard/Le Seuil, Paris, 1997.（『「
社
会
は
防
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
│
│
コ
レ
ー
ジ

ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

7 
5
│
1 

9 

7 

6
年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
6
）、
石
田
英
敬
・
小
野
正
嗣
訳
、
筑
摩
書

房
、
二
〇
〇
七
年
。）

STP　

Sécurité, territoire, population : Cours au Collège de France

（1977

─1978

）, édition établie sous la direction de M
ichel 

Senellart. Gallim
ard/Le Seuil, Paris, 2004.（『

安
全
・
領
土
・
人
口
│
│
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

7 

7
│

1 

9 

7 

8
年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
7
）、
高
桑
和
巳
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
七
年
。）

N
B

P　

N
aissance de la biopolitique : Cours au Collège de France

（1978

─1979

）, édition établie sous la direction de M
ichel 

Senellart. Gallim
ard/Le Seuil, Paris, 2004.（『

生
政
治
の
誕
生
│
│
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

7 

8
│
1 

9 

7 

9
年

度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
8
）、
慎
改
康
之
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
八
年
。）

G
V　

D
u gouvernem

ent des vivants : Cours au Collège de France
（1979
─1980

）, édition établie sous la direction de M
ichel 

Senellart. EH
ESS/Gallim

ard/Le Seuil, Paris, 2012.（『
生
者
た
ち
の
統
治
│
│
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

7 

9
│

1 

9 

8 

0
年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
9
）、
廣
瀬
浩
司
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
五
年
。）

SV　

Subjectivité et vérité : Cours au Collège de France

（1980

─1981

）, édition établie sous la direction de Frédéric Gros. 
EH
ESS/Gallim

ard/Le Seuil, Paris, 2014.
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H
S　

L
’H
erm
éneutique du sujet : Cours au Collège de France

（1981

─1982

）, édition établie sous la direction de Frédéric 
Gros. Gallim

ard/Le Seuil, Paris, 2001.（『
主
体
の
解
釈
学
│
│
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

8 

1
│
1 

9 

8 

2
年
度
』

（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
11
）、
廣
瀬
浩
司
・
原
和
之
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。）

G
SA　

G
ouvernem

ent de soi et des autres : Cours au Collège de France

（1982

─1983

）, édition établie sous la direction de 
Frédéric Gros. Gallim

ard/Le Seuil, Paris, 2008.（『
自
己
と
他
者
の
統
治
│
│
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

8 

2
│

1 

9 
8 
3
年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
12
）、
阿
部
崇
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。）

C
V　

Le Courage de la vérité : Cours au Collège de France

（1983

─1984

）, édition établie sous la direction de Frédéric Gros. 
Gallim

ard/Le Seuil, 2009.（『
真
理
の
勇
気
│
│
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
1 

9 

8 

3
│
1 

9 

8 

4
年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ

ー
コ
ー
講
義
集
成
13
）、
慎
改
康
之
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
。）

プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版

P
LD

　

Œ
uvres, édition publiée sous la direction de Frédéric Gros, 2 tom

es. Gallim
ard

（coll. Bibliothèque de la Pléiade

）, Pa-
ris, 2015.

＊
こ
の
版
か
ら
の
引
用
は
、
ま
ず
当
該
の
文
献
の
略
号
を
記
し
、
そ
れ
に
続
い
てPLD

の
文
字
を
、
巻
数（
第
一
巻
か
第
二
巻
か
）及
び
頁
数
を
添
え

て
表
示
す
る
。
た
と
え
ば
、『
狂
気
の
歴
史
』
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版
第
一
巻
三
八
七
頁
、
邦
訳
三
六
〇
頁
か
ら
引
用
す
る
場
合
、「（H

F, PLD
I 387

／
三
六
〇
）」
と
記
す
。

D
its et écrits

（『
思
考
集
成
』）

D
E

1
, D

E
2

, D
E

3
, D

E
4　

D
its et écrits, 1954

─1984, édition établie sous la direction de D
aniel D

efert et François Ew
ald, 4 

tom
es. Gallim

ard, Paris, 1994.
D

E
I, D

E
II　

D
its et écrits, 1954

─1984, édition établie sous la direction de D
aniel D

efert et François Ew
ald, 2 tom

es. Galli-
m
ard

（coll. Q
uarto

）, Paris, 2001.

『
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
思
考
集
成
』
全
一
〇
巻
、
蓮
實
重
彥
・
渡
辺
守
章
監
修
、
小
林
康
夫
・
石
田
英
敬
・
松
浦
寿
輝
編
、
筑
摩
書
房
、
一
九

九
八
│
二
〇
〇
二
年
。
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『
フ
ー
コ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
全
七
巻
、
小
林
康
夫
・
石
田
英
敬
・
松
浦
寿
輝
編
、
筑
摩
書
房
〔
ち
く
ま
学
芸
文
庫
〕、
二
〇
〇
六
年
。

＊D
its et écrits

に
は
、
原
著
・
邦
訳
と
も
に
二
つ
ず
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
す
る
た
め
、
注
記
は
、
次
の
順
序
で
行
う
。
①
引
用
さ
れ
る
文
献

の
発
表
年
、
②D

its et écrits

内
で
当
該
文
献
に
割
り
振
ら
れ
た
番
号（
こ
の
番
号
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
二
つ
の
版
で
同
一
）、
③D

E

の
文
字
に
、
フ

ラ
ン
ス
語
一
九
九
四
年
版（
四
巻
組
）か
ら
の
引
用
の
場
合
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
二
〇
〇
一
年
版（
二
巻
組
）か
ら
の
引
用
の
場
合
に
は

ロ
ー
マ
数
字
で
巻
数
を
添
え
た
上
で
、
頁
番
号
、
④
対
応
す
る
邦
訳
文
献
の
巻
番
号
を
表
す
ロ
ー
マ
数
字（『
フ
ー
コ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
に
準
じ

る
場
合
に
は
そ
の
前
に
「
Ｃ
」
の
文
字
を
付
す
）と
、
頁
数
を
表
す
ア
ラ
ビ
ア
数
字
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、「
科
学
の
考
古
学
に
つ
い
て
」
か

ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
二
〇
〇
一
年
版
、
及
び
『
思
考
集
成
』
に
依
拠
し
て
引
用
す
る
場
合
に
は
、「（1968, 59 D

EI 740

─742

／
Ⅲ
一
二
一
│
一
二

三
）」
の
よ
う
に
表
示
す
る
。

そ
の
他

P
M

N

　

La peinture de M
anet ; suivi de Foucault, M

ichel, U
n regard, sous la direction de M

aryvonne Saison, Seuil, Paris, 
2004.（『

マ
ネ
の
絵
画
』、
阿
部
崇
訳
、
筑
摩
書
房
〔
ち
く
ま
学
芸
文
庫
〕、
二
〇
一
九
年
。）

A
N

T　

K
ant, Em

m
anuel, A

nthropologie du point de vue pragm
atique ; précédé de Foucault, M

ichel, Introduction à l ’A
nthro-

pologie. V
rin, Paris, 2008.（『

カ
ン
ト
の
人
間
学
』、
王
寺
賢
太
訳
、
新
潮
社
、
二
〇
一
〇
年
。）

M
F
D

V　

M
al faire, dire vrai : Fonction de l ’aveu en justice : Cours de Louvain, 1981, édition établie par Fabienne Brion 

et Bernard E. H
arcourt. Presses U

niversitaires de Louvain, Louvain-la-N
euve, 2012.（『

悪
を
な
し
真
実
を
言
う
│
│
ル
ー

ヴ
ァ
ン
講
義
1 

9 

8 

1
』、
市
田
良
彦
監
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
年
。）

G
E　

La grande étrangère : À
 propos de littérature, édition établie et présentée par Philippe A

rtières. Éditions EH
ESS, Pa-

ris, 2013.
C

R
T　

Q
u ’est-ce que la critique ? ; suivi de La culture de soi, édition établie par H

enri-Paul Fruchaud et D
aniele Lorenzini. 

V
rin, Paris, 2015.（「
批
判
と
は
何
か
」、『
私
は
花
火
師
で
す
│
│
フ
ー
コ
ー
は
語
る
』、
中
山
元
訳
、
筑
摩
書
房
〔
ち
く
ま
学
芸
文
庫
〕、

二
〇
〇
八
年
。）

A
C　

H
istoire de la sexualité 4 : Les aveux de la chair, édition établie par Frédéric Gros. Gallim

ard, Paris, 2018.（『
性
の
歴
史

Ⅳ
│
│
肉
の
告
白
』、
慎
改
康
之
訳
、
新
潮
社
、
二
〇
二
〇
年
。）

SX　

La sexualité : Cours donné à l ’université de Clerm
ont-Ferrand

（1964

） ; suivi de Le discours de la sexualité : Cours 
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donné à l ’université de V
incennes

（1969

）, édition établie sous la direction de Claude-O
livier D

oron. EH
ESS/Galli-

m
ard/Le Seuil, Paris, 2018.

FLL　
Folie, langage, littérature, édition établie par H

enri-Paul Fruchaud et D
aniele Lorenzini. V

rin, Paris, 2019.
　

な
お
、
引
用
箇
所
に
は
、
対
応
す
る
邦
訳
が
す
で
に
存
在
す
る
場
合
で
も
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
拠
ら
ず
、
議
論
の
文
脈
や
訳
語
の
選
択
に
鑑
み
、
本

書
の
各
執
筆
者
が
独
自
の
訳
文
を
当
て
た
り
、
既
存
の
邦
訳
の
一
部
を
改
め
た
り
し
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
引
用
文
中
の
〔　

〕
内
は
引
用
者
に
よ

る
補
足
で
あ
る
。
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1　

疫
病
下
の
フ
ー
コ
ー

│
│
死
に
照
ら
さ
れ
た
深
い
革
命

一　

都
市
の
疫
病

　

宗
教
者
が
魂
の
救
済
を
請
け
合
う
の
に
対
し
、
医
療
者
は
身
体
の
救
済

を
請
け
合
う
。
近
代
医
学
は
そ
の
対
象
を
精
神
に
ま
で
広
げ
て
き
た
の
で
、

医
療
者
は
身
体
と
精
神
の
救
済
を
、
ひ
い
て
は
人
間
の
救
済
を
請
け
合
う
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
医
療
に
は
宗
教
の
世
俗
化
の
一
面
が
あ
る
と
従
来

か
ら
語
ら
れ
て
き
た
。
フ
ー
コ
ー
も
、『
安
全
・
領
土
・
人
口
』
で
、
牧

畜
を
モ
デ
ル
と
す
る
人
間
の
人
間
に
よ
る
宗
教
的
統
治
を
「
司
牧
」
と
呼

び
な
が
ら
、「
医
学
は
、
司
牧
を
継
承
し
た
大
勢
力
の
一
つ
で
あ
る
」

（ST
P 203

／
二
四
六
）と
見
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ー
コ
ー
は
、
司
牧

権
力
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
抵
抗
の
限
界
を
指
摘
し
な
が
ら
、「
深
い
革

命
」
と
い
う
言
葉
を
投
げ
か
け
て
も
い
た
。
一
九
七
八
年
二
月
一
五
日
の

こ
と
で
あ
る
。

司
牧
を
め
ぐ
る
反
乱
、
統
治
さ
れ
る
権
利
、
い
か
に
統
治
さ
れ
誰
に
よ

っ
て
統
治
さ
れ
る
の
か
を
知
る
権
利
を
め
ぐ
る
反
乱
は
、
実
は
、
司
牧

権
力
の
深
い
再
組
織
化
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、
封
建
的

タ
イ
プ
の
政
治
権
力
に
対
し
て
は
革
命
が
行
わ
れ
、
多
少
の
痕
跡
を
除

け
ば
、
西
洋
の
歴
史
か
ら
封
建
的
タ
イ
プ
の
権
力
を
清
算
し
追
い
払
う

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
た
。
反
封
建
的
な
革
命
は
あ
っ
た
が
、
反
司

牧
的
な
革
命
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
司
牧
は
、
歴
史
か
ら
司
牧
を
決
定

的
に
追
い
出
す
深
い
革
命
の
プ
ロ
セ
ス
に
い
ま
だ
出
く
わ
し
て
い
な
い
。

（ST
P 153

／
一
八
五
）

　

と
す
る
な
ら
、
そ
の
日
以
降
の
フ
ー
コ
ー
、
い
わ
ゆ
る
後
期
フ
ー
コ
ー

は
、
深
い
革
命
の
プ
ロ
セ
ス
を
探
り
始
め
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
も
で
き

る
は
ず
で
あ
る）

1
（

。
そ
の
探
求
は
未
完
に
終
わ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い

が
、
そ
れ
で
も
、
歴
史
を
掘
り
返
す
そ
の
仕
方
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ

の
一
端
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
フ
ー
コ
ー
は
、『
生
者
た

ち
の
統
治
』
で
は
、「
真
理
に
よ
る
人
間
の
統
治
」
と
い
う
概
念
を
練
り

上
げ
る
と
宣
言
し
て
か
ら
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
に
つ

小 

泉 

義 

之
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い
て
、
そ
れ
は
「
医
学
的
な
隠
喩
」
に
貫
か
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

テ
ー
バ
イ
に
襲
い
か
か
っ
た
災
害
は
疫
病（peste

）で
あ
り
、
都
市
を
疫

病
か
ら
癒
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
が

行
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
医
学
的
実
践
で
あ
っ
て
、
都
市
の
病
に
直

面
し
、
病
の
原
因
そ
の
も
の
を
見
つ
け
る
た
め
の
徴
候
・
要
素
・
指

標
・
症
状
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
紀
元
前
五
世
紀
の

ギ
リ
シ
ア
だ
け
で
な
く
、
西
洋
文
明
全
体
に
と
っ
て
本
質
的
で
根
本
的

な
錯
綜
、
つ
ま
り
医
学
と
法
の
錯
綜
が
あ
る
。
究
極
的
に
は
、『
オ
イ

デ
ィ
プ
ス
王
』
は
医
学
と
法
の
係
争
で
あ
る
。（GV

 57

／
六
四
│
六
五
）

　

と
こ
ろ
が
、『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
に
お
い
て
、
テ
ー
バ
イ
を
解
放
す

る
の
は
医
学
で
も
法
で
も
な
い
。
フ
ー
コ
ー
に
よ
る
な
ら
、
都
市
を
疫
病

か
ら
解
放
す
る
の
は
「
真
理
の
現
出
」
で
あ
る
。

テ
ー
バ
イ
は
解
放
さ
れ
て
自
由
に
な
り
、
疫
病
は
消
失
す
る
。
言
い
か

え
れ
ば
、
テ
ー
バ
イ
を
解
放
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
の
は
、
神
託

が
要
求
し
た
よ
う
な
、
罪
人
の
追
放
・
弾
圧
・
除
去
・
殺
害
で
は
な
い
。

テ
ー
バ
イ
が
解
放
さ
れ
る
た
め
の
必
要
十
分
条
件
と
は
、
真
理
が
陽
の

目
を
見
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
テ
ー
バ
イ
の
解
放
の
歴
史
は
、
た
だ
光
の

効
果
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
事
物
が
光
に
照
ら
さ
れ

る
と
、
疫
病
は
消
失
し
、
秩
序
が
回
復
さ
れ
る
。（GV

 73

／
八
五
）

　

た
だ
し
、
真
理
の
現
出
が
都
市
の
解
放
に
繫
が
る
に
は
、
媒
介
が
不
可

欠
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
に
よ
る
な
ら
、
そ
れ
は
「
主
体
性
の
形
式
に
お
け

る
真
理
の
現
出
」
で
あ
る
。
真
理
の
現
出
が
「
各
人
と
万
人
の
救
済
や
救

助
」
の
た
め
に
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
主
観
の
認
識
を
豊
か
に
す

る
だ
け
で
は
不
足
で
あ
っ
て
、
主
体
が
何
ら
か
の
仕
方
で
真
理
を
体
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
フ
ー
コ
ー
の
探
究
の

方
向
が
定
ま
る
。

一
般
に
、
今
年
私
が
扱
い
た
い
テ
ー
マ
は
こ
う
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
、

西
洋
文
明
に
お
い
て
、
人
間
の
統
治
、
主
体
性
の
形
式
に
お
け
る
真
理

の
現
出
、
万
人
と
各
人
の
救
済
は
関
係
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（GV
 73

─74

／
八
六
）

　

そ
の
上
で
、
フ
ー
コ
ー
は
、「
権
力
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
運
動
こ
そ

が
、
主
体
の
変
化
と
、
主
体
と
真
理
の
関
係
を
明
か
す
の
に
役
立
つ
は
ず

で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
く
。
言
い
か
え
る
な
ら
、
都
市
の
疫
病
下
に
お

い
て
、
法
の
権
力
か
ら
も
医
学
の
権
力
か
ら
も
、
司
牧
権
力
か
ら
も
「
逃

れ
よ
う
と
す
る
」、
そ
の
よ
う
な
「
意
志
・
決
心
・
努
力
が
あ
る
と
し
て

（étant donné

）」、
そ
の
と
き
、「
認
識
の
主
体
と
真
理
の
主
体
」
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
と
問
う
て
い
く
の
で
あ
る（GV

 76

／
八
九
）。
あ
た
か
も
、

疫
病
下
に
お
い
て
も
、
権
力
の
束
縛
を
解
か
ん
と
す
る
主
体
の
真
な
る
生

こ
そ
が
、
都
市
を
疫
病
か
ら
も
解
放
し
て
自
由
に
す
る
か
の
よ
う
な
の
で

あ
る）

2
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
主
体
が
真
理
に
関
係
し
て
主
体
性
の
形
式
で
真
理
が
現
出
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す
る
に
は
、
主
体
に
何
ら
か
の
「
回
心
」
が
不
可
欠
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー

は
、『
生
者
た
ち
の
統
治
』
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
司
牧
権
力
の
下
で
制
度

化
さ
れ
た
回
心
で
あ
る
洗
礼
に
注
意
を
向
け
て
い
る
。

洗
礼
は
、
真
の
生
へ
と
荘
厳
か
つ
決
定
的
に
導
く
も
の
で
は
な
く
、
死

の
修
練
〔
死
化
・
死
体
化
：m

ortification

〕、
他
者
〔
引
用
者
註
：
悪
魔
的

な
も
の
〕
と
の
闘
争
、
他
者
の
追
放
を
伴
う
よ
う
な
、
生
の
永
遠
の
モ

デ
ル
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
い
わ
ば
人
は
、
死
に
至
る
ま
で
恒
常
的
に
、

自
己
自
身
を
浄
め
、
自
己
自
身
を
死
体
化
し
、
自
己
自
身
の
奥
底
に
あ

る
敵
と
闘
い
な
が
ら
、
洗
礼
に
生
き
る
の
で
あ
る
。（GV
 155

／
一
八

一
）

　

宗
教
的
な
救
済
は
来
世
で
死
後
の
生
を
生
き
る
こ
と
で
あ
る
の
に
、
洗

礼
を
経
る
や
、「
死
か
ら
出
発
し
て
」（GV

 157

／
一
八
三
）死
体
化
す
る
生

を
生
き
る
こ
と
が
、
現
世
で
望
み
う
る
最
高
の
救
済
と
し
て
打
ち
出
さ
れ

て
し
ま
う
。
あ
た
か
も
、
司
牧
権
力
か
ら
解
放
さ
れ
ん
と
す
る
意
志
が
あ

る
な
ら
、
司
牧
権
力
の
下
で
洗
礼
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
か
の
よ
う
で
も

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
問
題
の
焦
点
は
、
来
世
と
現
世
の
境
界
、
法
と

医
学
の
限
界
に
関
わ
る
死
と
死
体
化
の
位
置
づ
け
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
、
初
期
フ
ー
コ
ー
の
『
臨
床
医
学
の
誕
生
』
の
主
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

二　

終
末
論
と
個
体
死

　

来
世
に
対
す
る
信
仰
が
失
せ
る
と
き
、
現
世
で
の
病
を
消
し
去
る
こ
と
、

そ
の
限
り
で
死
を
遠
ざ
け
る
こ
と
が
世
俗
的
な
救
済
に
な
る
と
信
じ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
信
仰
が
強
力
に
押
し
出
さ
れ
た
の
は
、

『
臨
床
医
学
の
誕
生
』
に
よ
る
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
挟
む
啓
蒙
の
時

代
で
あ
っ
た
。

大
革
命
の
直
前
と
直
後
の
数
年
間
に
、
二
つ
の
大
き
な
神
話
が
生
ま
れ

た
。
そ
の
主
題
と
極
性
は
相
反
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
国
家
化
さ
れ

た
医
療
専
門
職
に
つ
い
て
の
神
話
で
あ
っ
て
、
医
療
専
門
職
は
聖
職
者

と
同
じ
様
式
で
組
織
さ
れ
、
聖
職
者
が
魂
に
行
使
す
る
の
と
同
じ
よ
う

な
権
力
が
、
健
康
と
身
体
の
水
準
で
授
け
ら
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
神
話
は
、
混
乱
や
受
難
の
な
い
社
会
で
は
、
病
が
す
べ
て

消
滅
し
、
社
会
の
起
源
に
お
け
る
健
康
が
復
元
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で

あ
る
。（N

C71 31

─32

／
七
〇
）

　

啓
蒙
の
神
話
に
よ
る
な
ら
、
聖
職
者
が
来
世
で
の
不
死
な
る
生
を
約
束

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
魂
を
救
済
す
る
よ
う
に
、
医
療
専
門
職
は
現
世
で
の

健
康
を
約
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
を
救
済
す
る
。
と
同
時
に
、
聖
職

者
が
来
世
で
の
最
高
に
善
な
る
共
同
体
を
約
束
す
る
よ
う
に
、
医
療
専
門

職
は
現
世
で
の
社
会
的
な
貧
困
や
不
平
等
を
是
正
し
、
環
境
を
改
善
す
る

こ
と
で
病
を
根
絶
し
て
原
初
の
社
会
状
態
の
健
康
を
取
り
戻
す
こ
と
を
約

束
す
る
。
山
岳
党
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ル
ボ
ン
は
こ
う
宣
言
し
て
い
た
。「
人

類
の
ど
こ
か
一
部
に
悩
ん
で
い
る
者
が
あ
っ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

〔
…
…
〕
革
命
終
了
後
に
な
っ
て
、
も
し
わ
れ
わ
れ
の
間
に
、
ま
だ
不
幸

な
人
間
が
い
る
よ
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
革
命
事
業
は
虚
し
か
っ
た
こ
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と
に
な
る
の
だ
か
ら
」（N

C71 43

／
八
八
に
引
用
）。

　

啓
蒙
の
使
命
を
医
学
面
で
担
っ
た
の
は
、
王
立
医
学
協
会
と
そ
れ
を
革

命
期
に
引
き
継
ぐ
諸
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
機
関
は
、「
病
理
現
象

に
つ
い
て
の
集
団
的
意
識
の
公
的
機
関
」
と
な
り
、
そ
の
「
意
識
」
た
る

や
、「
経
験
の
水
準
で
も
知
識
の
水
準
で
も
発
展
し
、
国
家
の
空
間
に
お

い
て
も
世
界
的
形
態
に
お
い
て
も
発
展
し
て
い
く
」（N

C71 27

─28

／
六
五
）。

そ
の
意
識
に
と
っ
て
、
世
界
史
と
は
、
病
に
つ
い
て
の
集
団
意
識
の
発
展

の
過
程
で
あ
り
、
過
渡
期
に
あ
っ
て
は
「
医
学
的
空
間
が
社
会
的
空
間
を

貫
通
し
全
体
に
浸
透
し
」（N

C71 30
／
六
九
）、
終
末
に
あ
っ
て
は
病
が
根

絶
さ
れ
医
療
専
門
職
が
廃
棄
さ
れ
原
初
の
健
康
が
高
次
の
健
康
と
し
て
復

元
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
後
の
日
が
来
て
も
、
死
は
そ
の
ま
ま

残
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、『
臨
床
医
学
の
誕
生
』
は
、
啓
蒙
の
神
話
、
歴
史
的
な

終
末
論
に
反
す
る
よ
う
な
個
体
認
識
を
主
題
化
し
て
も
い
る
。
通
例
の
医

学
史
で
は
、
現
代
医
学
の
誕
生
は
一
八
世
紀
末
の
数
年
間
に
設
定
さ
れ
、

そ
の
時
期
に
、
固
陋
な
伝
統
医
学
と
理
論
偏
重
の
分
類
医
学
が
棄
て
ら
れ
、

可
視
的
な
も
の
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
後
の
実
証
主
義
・
経

験
主
義
の
隆
盛
を
も
た
ら
す
と
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ー
コ
ー
に

よ
る
な
ら
、
そ
の
時
期
が
医
学
史
の
画
期
で
あ
る
の
は
、「
数
千
年
来
の

ま
な
ざ
し
が
人
間
の
苦
悩
に
注
が
れ
た
と
き
に
開
か
れ
た
、
秘
密
で
あ
り

な
が
ら
目
に
も
明
ら
か
な
空
間
、
そ
の
空
間
の
再
組
織
化
に
よ
る
の
で
あ

る
」（N
C71 viii

／
一
二
）。
こ
こ
に
お
い
て
、
空
間
の
再
組
織
化
と
は
、
死

体
の
病
理
解
剖
を
通
し
て
生
体
の
生
理
的
内
部
空
間
を
再
組
織
化
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

死
体
の
病
理
解
剖
に
よ
っ
て
事
後
的
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
人
間

が
生
き
て
病
ん
で
い
る
と
き
に
す
で
に
、
人
間
個
体
の
内
部
に
死
の
過
程

が
分
散
し
て
い
た
と
い
う
経
験
的
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
、
解
剖
学
的
な

ま
な
ざ
し
に
よ
っ
て
死
体
内
部
の
細
部
を
観
察
す
る
な
ら
、
病
の
発
生
と

展
開
の
結
果
と
し
て
残
さ
れ
た
痕
跡
、
病
の
過
程
に
抗
す
る
生
体
反
応
の

痕
跡
、
病
の
病
理
過
程
と
生
体
の
生
理
過
程
が
意
想
外
の
仕
方
で
絡
み
合

っ
た
関
係
性
の
痕
跡
、
病
で
あ
る
か
否
か
に
拘
ら
ず
生
体
が
死
体
化
し
て

い
く
過
程
に
随
伴
す
る
現
象
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
、
死
へ

と
至
る
病
は
、
生
か
ら
死
へ
と
至
る
運
命
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

が
経
験
的
に
明
ら
か
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
の
全
体
が
、
他

な
ら
ぬ
ま
さ
に
こ
の
人
間
個
体
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と

な
る
。
死
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
個
体
的
な
生
・
病
・
死
の
三
位
一
体
が

見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

生
、
病
、
死
は
、
い
ま
や
技
法
的
に
も
概
念
的
に
も
三
位
一
体
を
な
す
。

生
は
病
に
脅
か
さ
れ
、
病
は
死
の
接
近
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
と
し
て

生
と
病
と
死
を
繫
げ
て
し
ま
う
数
千
年
来
の
古
く
か
ら
の
固
定
観
念
は

打
ち
破
ら
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
、
死
を
頂
点
と
す
る
三
角
形
の
形
象
が

語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
死
の
高
所
か
ら
、
器
官
相
互
の
依
存

関
係
や
病
理
の
系
列
が
見
ら
れ
て
分
析
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
長
き
に
わ

た
っ
て
、
死
は
、
生
が
消
え
ゆ
く
闇
で
あ
り
、
病
自
体
が
霞
ん
で
し
ま

う
闇
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
死
は
偉
大
な
照
明
の
力
を
賦
与
さ

れ
、
有
機
体
の
空
間
と
病
の
時
間
を
支
配
し
明
る
み
に
も
た
ら
す
。

〔
…
…
〕
医
学
的
ま
な
ざ
し
は
、
こ
の
偉
大
な
範
例
を
支
え
と
す
る
こ
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と
に
な
る
。
医
学
的
ま
な
ざ
し
は
、
も
は
や
生
け
る
眼
の
ま
な
ざ
し
で

は
な
く
、
死
を
見
て
し
ま
っ
た
眼
の
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。
医
学
的
ま
な

ざ
し
は
、
生
の
結
び
目
を
ほ
ど
く
偉
大
な
白
い
眼
の
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。

（N
C71 146

─147

／
二
四
一
│
二
四
二
）

　

そ
し
て
、
フ
ー
コ
ー
は
、
死
を
見
て
し
ま
っ
た
眼
の
ま
な
ざ
し
が
、
個

体
性
の
知
を
も
た
ら
す
と
主
張
し
て
い
く
。
そ
も
そ
も
個
体
性
は
不
可
視

で
あ
る
。
こ
の
人
間
が
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

経
験
的
に
見
え
る
よ
う
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
死
体
解
剖
だ
け
は
、
生
体
内
部
で
の
病
理
過
程
と
生
理
過
程

の
特
異
な
統
一
性
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
不
可
視
」

で
あ
る
個
体
性
を
「
可
視
化
」
す
る（N

C71 174
／
二
八
二
）。
と
す
る
な

ら
、
生
ま
れ
た
て
の
人
間
は
い
ま
だ
個
体
で
は
な
い
し
、
人
間
は
生
ま
れ

て
か
ら
齢
を
重
ね
な
が
ら
個
体
化
を
成
し
と
げ
、
死
に
至
っ
て
そ
の
個
体

化
を
完
成
さ
せ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

個
体
は
、
生
が
現
わ
れ
る
と
き
の
当
初
の
形
態
で
も
な
け
れ
ば
最
も
急

性
の
形
態
で
も
な
い
。
個
体
が
終
に
知
に
与
え
ら
れ
る
の
は
、
長
き
に

わ
た
る
空
間
化
の
動
き
の
終
わ
り
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に

お
け
る
決
定
的
な
道
具
は
、
言
葉
の
特
定
の
使
用
と
死
に
つ
い
て
の
困

難
な
概
念
化
で
あ
っ
た
。〔
…
…
〕
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
旧
き
法
は
、

個
体
に
つ
い
て
の
学
知
の
言
説
を
禁
じ
て
い
た
が
、
言
葉
の
中
で
、
死

が
そ
の
概
念
の
場
を
見
出
し
た
と
き
に
、
そ
の
禁
止
は
解
か
れ
た
。
そ

の
と
き
、
空
間
は
、
ま
な
ざ
し
に
対
し
て
、
個
体
の
分
化
し
た
〔
差
異

化
し
た
〕
形
態
を
開
い
た
の
で
あ
る
。（N

C71 174

─175

／
二
八
三
）

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
死
体
の
言
説
的
な
空
間
」
は
、
個
体
の
「
真
理

の
起
源
と
真
理
の
明
示
の
場
」
と
な
る（N

C71 200

／
三
二
三
）。
真
理
は
、

死
の
照
明
の
下
で
、
死
体
化
す
る
生
と
し
て
、
主
体
化
の
形
式
に
お
い
て

現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
生
の
認
識
は
「
残
酷
で
還
元
的
で
地

獄
的
な
知
」
に
よ
っ
て
の
み
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
知
は
、

認
識
的
な
知
か
ら
実
践
的
な
知
へ
と
持
ち
上
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

い
ま
や
死
が
、
特
異
性
を
構
成
す
る
。
個
体
が
単
調
な
生
や
そ
の
平
準

化
か
ら
免
れ
て
、
個
体
が
自
己
に
結
合
す
る
の
は
、
ま
さ
に
死
に
お
い

て
の
こ
と
で
あ
る
。
死
が
ゆ
っ
く
り
と
近
づ
き
、
死
が
半
ば
地
下
に
あ

り
な
が
ら
す
で
に
可
視
的
と
な
っ
て
近
づ
い
て
、
普
通
の
無
声
の
生
は

つ
い
に
個
体
性
に
な
る
。
黒
い
輪
郭
が
生
を
隔
離
し
、
生
に
そ
の
真
理

の
ス
タ
イ
ル
を
与
え
る
。（N

C71 175

─176

／
二
八
四
）

　

こ
の
生
の
ス
タ
イ
ル
は
、「
死
に
よ
っ
て
交
換
不
能
な
顔
を
与
え
ら
れ

る
」
個
体
的
で
特
異
な
生
で
あ
る
。
個
体
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
歴

史
的
な
知
」
や
「
美
的
な
知
」
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
死
の
高
み
か
ら
、

そ
れ
ら
を
超
え
出
る
個
体
の
知
が
も
た
ら
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る）

3
（

（N
C71 

176

／
二
八
五
）。

三　

人
口
集
団
の
医
学
に
よ
る
個
人
化
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し
か
し
、
中
期
の
フ
ー
コ
ー
は
、
臨
床
医
学
の
誕
生
期
に
つ
い
て
の
評

価
を
変
更
し
て
い
く
。
こ
の
点
で
、「
科
学
の
考
古
学
に
つ
い
て
」
が
重

要
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
は
、『
臨
床
医
学
の
誕
生
』
で
は
、
医
学
の
統
一

性
を
、
解
剖
─
病
理
─
生
理
の
三
位
一
体
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
よ
う
と
し

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
「
臨
床
医
学
は
、
出
現
す
る
や
い
な
や

解
体
し
、
ビ
シ
ャ
や
ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
定
式
化
さ
れ
な

か
っ
た
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
解
剖
病
理
学
か
ら
細
胞
病
理
学

へ
の
移
行
、
観
察
・
聴
診
・
触
診
か
ら
顕
微
鏡
使
用
や
各
種
検
査
へ
の
移

行
に
伴
い
、
医
学
専
門
職
の
「
ま
な
ざ
す
主
体
の
位
置
」
は
変
化
し
、
同

時
に
、
医
学
に
は
、
政
治
的
命
令
・
経
済
的
決
定
・
制
度
的
調
整
・
教
育

モ
デ
ル
が
入
り
込
み
、
さ
ら
に
は
、
実
験
・
統
計
的
計
算
・
疫
学
・
人
口

論
が
入
り
込
み
、
医
学
は
、
分
散
し
異
質
な
言
表
の
共
存
へ
と
変
化
し
た

と
い
う
の
で
あ
る（1968, 59 D

EI 740

─742

／
Ⅲ
一
二
一
│
一
二
三
）。

　

そ
の
と
き
、
こ
れ
が
決
定
的
に
重
大
な
変
化
で
あ
る
が
、
医
学
の
主
題

は
、
病
か
ら
健
康
へ
と
移
行
す
る
。
そ
の
次
第
を
示
す
の
が
、
フ
ー
コ
ー

編
集
の
論
文
資
料
集
『
治
療
機
械
』
の
序
文
と
し
て
書
か
れ
た
「
一
八
世

紀
に
お
け
る
健
康
政
治
」
で
あ
る）

4
（

。
医
学
に
つ
い
て
は
、
一
方
に
自
由
主

義
的
で
個
人
的
で
市
場
的
な
開
業
医
に
よ
る
医
療
が
、
他
方
に
社
会
的
で

共
同
体
的
で
国
家
的
な
医
療
が
あ
っ
て
、
二
元
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
る

と
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
フ
ー
コ
ー
は
そ
の
よ
う
な
見
方
を
退
け
て

い
く
。
医
学
の
両
面
は
と
も
に
健
康
政
治
の
下
で
発
展
し
て
き
た
の
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、「
全
員
の
健
康
が
、
全
員
の
た
め
の
急
務
と
し

て
現
わ
れ
、
人
口
集
団
の
健
康
状
態
が
全
般
的
目
標
と
し
て
現
わ
れ
た
の

で
あ
る
」（1976, 168 D

EII 14

─15

／
Ⅵ
一
五
）。
健
康
政
治
に
よ
る
司
牧
の

医
学
化
で
あ
る
。

　

こ
の
健
康
政
治
の
出
現
と
普
及
を
通
し
て
、
人
口
集
団
の
「
健
康
」
な

る
も
の
が
医
学
の
対
象
と
し
て
出
現
し
、
個
人
の
病
と
健
康
の
見
方
を
も

変
質
さ
せ
て
い
く
。
フ
ー
コ
ー
は
、
そ
の
過
程
を
疫
病
対
策
の
歴
史
に
沿

っ
て
説
明
し
て
い
る
。
天
然
痘
の
予
防
と
し
て
接
種
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、

予
防
医
学
の
成
功
や
失
敗
は
量
的
に
分
析
さ
れ
、
死
や
感
染
の
数
的
差
異

が
計
量
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
病
は
、
人
口
集
団
の
中
で
の
事
例（cas

）

の
分
布
と
し
て
現
わ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
事
例
」
は
、「
個
人

の
症
例（cas

）で
は
な
く
、
病
の
集
団
的
現
象
を
個
人
化
〔
個
体
化
〕
す
る

方
式
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
合
理
的
で
標
定
可
能
な
も
の
を
量
化
し
て
現

象
を
集
団
化
す
る
方
式
、
個
人
の
現
象
を
集
団
の
場
の
内
部
へ
統
合
す
る

方
式
で
あ
る
」（ST

P 62

／
七
四
│
七
五
）。

　

こ
の
変
化
は
重
大
で
あ
る
。
個
人
が
特
定
の
集
団
・
環
境
に
属
す
る
も

の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
個
人
に
つ
い
て
も
「
死
ぬ
リ
ス

ク
」
が
計
算
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
リ
ス
ク

の
程
度
を
測
る
こ
と
で
、「
危
険
」
な
集
団
・
環
境
が
特
定
さ
れ
、
ひ
い

て
は
「
危
険
」
な
個
人
が
指
定
さ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
特
定
の
量
的
変

化
を
暴
走
・
加
速
・
爆
発
と
表
象
す
る
こ
と
で
、「
危
機
」
的
な
状
況
が

構
成
さ
れ
て
い
く
。
健
康
政
治
は
、
こ
の
よ
う
に
事
例
・
リ
ス
ク
・
危

険
・
危
機
と
い
っ
た
新
た
な
概
念
を
使
用
し
て
安
全
装
置
を
駆
動
し
て
い

く
が
、
そ
の
過
程
で
、
医
学
の
目
標
は
、
啓
蒙
の
理
念
で
あ
る
「
す
べ
て

の
主
体
に
お
い
て
病
を
端
的
に
無
く
す
こ
と
」
か
ら
、「
正
常
な
罹
病

率
・
死
亡
率
」
へ
と
、
そ
の
意
味
で
の
健
康
の
維
持
と
増
進
へ
と
切
り
替

え
ら
れ
、
そ
れ
に
適
応
的
な
仕
方
で
さ
ら
な
る
個
人
化
が
進
め
ら
れ
る
の
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で
あ
る）

5
（

。
と
く
に
、「
病
人
の
識
別（identification

）の
方
法
」（1978, 229 

D
EII 520

／
Ⅶ
一
〇
三
）が
数
多
く
開
発
さ
れ
産
業
化
さ
れ
る
過
程
で
、
個

人
の
病
と
健
康
さ
え
も
が
、
人
口
集
団
の
「
健
康
」
な
る
も
の
と
同
一
の

仕
方
で
知
覚
さ
れ
経
験
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
と
き
、
個
人
差
〔
個

体
差
〕
を
構
成
す
る
の
は
、
も
は
や
死
を
見
た
白
い
眼
の
ま
な
ざ
し
で
は

な
く
、
健
康
政
治
の
眼
の
ま
な
ざ
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
八
世
紀
に
「
個
体
の
医
学
」
と
「
人
口
集
団
の

医
学
」
が
同
時
に
形
成
さ
れ
た
も
の
の
、
一
九
世
紀
に
「
二
つ
の
医
学
の

再
配
置
」
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
二
〇
世
紀
で
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。
フ
ー
コ
ー
の
「
医
学
の
危
機
あ
る
い
は
反
医
学
の
危
機
？
」
に
よ

る
な
ら
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
、
国
家
は
国
民
の
健
康
を

保
障
す
る
こ
と
を
お
の
れ
の
使
命
と
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
目

的
は
、
国
民
の
「
身
体
の
力
、
労
働
力
、
生
産
能
力
、
兵
力
」
を
保
護
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
言
い
か
え
る
な
ら
、
国
家
と
資
本
主
義
に
有
用
な
限

り
で
健
康
保
障
を
使
命
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
計
画
と

そ
れ
以
後
の
福
祉
国
家
は
、
国
家
主
義
的
で
資
本
主
義
的
な
医
学
の
在
り

方
を
変
え
て
い
く
。

ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
計
画
と
と
も
に
、
健
康
が
国
家
に
と
っ
て
の
関
心
対
象

に
変
わ
っ
た
の
は
、
国
家
自
体
の
た
め
で
は
な
く
、
個
人
の
た
め
な
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
人
間
が
そ
の
身
体
を
善
き
健
康
に
保
つ
と
い
う

権
利
が
、
国
家
活
動
の
対
象
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
問
題
の
観
点
が
逆

転
す
る
。
国
家
に
奉
仕
す
る
善
き
健
康
の
個
人
と
い
う
概
念
に
、
善
き

健
康
の
個
人
に
奉
仕
す
る
国
家
と
い
う
概
念
が
取
っ
て
代
わ
る
の
で
あ

る
。（1976, 170 D

EII 41

／
Ⅵ
四
九
）

　

こ
の
よ
う
に
し
て
福
祉
国
家
は
司
牧
権
力
と
し
て
形
成
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
保
健
は
経
済
過
程
に
入
り
込
む
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
市
場
化
に
と
ど
ま
ら
な
い
産
業
化
で
あ
り
、
自
由
主
義
と
社
会
主

義
の
混
合
し
た
政
治
経
済
に
よ
る
合
理
化
で
も
あ
る
。

ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
計
画
と
と
も
に
、
保
健
〔
健
康（santé

）〕
が
マ
ク
ロ
経

済
の
場
に
入
っ
て
く
る
。
健
康
、
仕
事
の
中
断
、
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す

る
必
要
性
ゆ
え
の
支
出
は
、
も
は
や
、
多
か
れ
少
な
か
れ
私
的
な
年
金

や
保
険
だ
け
に
頼
っ
て
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
な
る
。
そ
の
と
き

か
ら
、
健
康
、
あ
る
い
は
健
康
の
欠
如
、
個
人
の
健
康
を
保
障
し
う
る

条
件
す
べ
て
が
支
出
の
原
因
と
な
り
、
そ
れ
は
か
な
り
の
規
模
で
あ
る

た
め
に
、
資
金
調
達
の
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
国
家

の
大
き
な
予
算
部
門
と
な
る
。
そ
の
と
き
か
ら
、
保
健
は
、
マ
ク
ロ
経

済
計
算
へ
統
合
さ
れ
始
め
る
。（D

EII 41

─42

／
Ⅵ
五
〇
）

　

当
初
、
保
健
の
マ
ク
ロ
経
済
化
に
つ
い
て
は
、
貧
困
対
策
の
た
め
の
平

等
主
義
的
な
再
分
配
機
能
が
あ
る
と
し
て
正
当
化
さ
れ
た
が
、
フ
ー
コ
ー

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
社
会
保
障
に
よ
る
望
ま
し
い
所
得
移
転
は
、
期

待
さ
れ
て
い
た
機
能
を
果
た
さ
な
い
」（D

EII 56

／
Ⅵ
六
五
）。
で
は
、
ベ

ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
計
画
以
後
の
福
祉
国
家
に
お
い
て
、
社
会
医
学
的
な
機
能
の

代
わ
り
に
、
何
が
実
現
さ
れ
た
か
と
言
え
ば
、
奇
怪
な
「
社
会
化
」
で
あ

る
。「
健
康
・
病
・
身
体
が
社
会
化
の
基
盤
を
持
ち
始
め
る
と
同
時
に
、
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健
康
・
病
・
身
体
が
個
人
の
社
会
化
の
道
具
へ
と
変
化
す
る
」（D

EII 42

／

Ⅵ
五
〇
）。
資
本
主
義
に
お
い
て
は
、
私
人
の
欲
望
の
実
現
の
た
め
の
私

的
生
産
が
分
業
や
協
業
を
介
し
て
社
会
的
生
産
の
意
義
を
持
つ
よ
う
に

「
社
会
化
」
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
、
個
人
の
健
康
・
病
・
身

体
は
、
国
家
の
マ
ク
ロ
経
済
を
地
盤
と
し
て
、
人
口
集
団
の
「
健
康
」
へ

と
「
社
会
化
」
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
、
あ
た
か
も
個
人
の
健
康
を
保
障
す

る
こ
と
と
人
口
集
団
の
「
健
康
」
を
保
障
す
る
こ
と
が
、
統
合
さ
れ
る
か

の
よ
う
な
見
か
け
が
生
じ
て
く
る
。
国
家
の
マ
ク
ロ
経
済
的
な
社
会
保
障

を
維
持
す
る
こ
と
が
、
同
時
に
個
人
の
健
康
と
全
員
の
「
健
康
」
を
保
障

し
て
く
れ
る
か
の
よ
う
な
司
牧
権
力
が
成
立
す
る
の
で
あ
る）

6
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
司
牧
権
力
は
「
危
機
」
に
陥
っ
て
い
る
。
フ
ー
コ
ー
が
、

そ
の
危
機
の
徴
表
と
し
て
列
挙
す
る
の
は
、
医
学
の
知
の
故
に
起
こ
る
危

険
性
、
薬
物
の
副
反
応
、
生
態
系
の
混
乱
、
遺
伝
子
操
作
の
危
険
で
あ
り
、

無
際
限
の
医
療
化
・
病
理
化
で
あ
り
、
医
療
消
費
の
増
加
は
健
康
レ
ベ
ル

の
向
上
に
結
び
付
か
な
い
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
危
機
の
根
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四　

抵
抗
と
啓
蒙

　

個
人
の
医
学
と
人
口
集
団
の
医
学
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
者
は
そ
の
司

牧
的
な
性
格
に
満
足
し
て
き
た
が
、
散
発
的
で
は
あ
れ
、
そ
れ
に
抵
抗
す

る
少
数
者
も
い
て
、
フ
ー
コ
ー
は
そ
の
マ
イ
ナ
ー
な
歴
史
を
想
起
し
て
い

る
。「
社
会
医
学
の
誕
生
」
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
、「
保
健
省
が
遂
行
す

る
医
学
的
管
理
」
に
対
し
て
「
民
衆
の
反
発
や
抵
抗
」
が
起
き
た
と
し
て
、

そ
の
事
例
が
列
挙
さ
れ
る
。

一
九
世
紀
に
再
出
現
し
た
異
端
派
の（dissidents

）宗
教
グ
ル
ー
プ
の
目

的
は
、
医
学
化
と
闘
う
こ
と
で
あ
り
、
生
の
権
利
、
自
ら
の
欲
望
に
即

し
て
、
病
に
な
り
、
自
己
を
ケ
ア
し
、
死
ぬ
権
利
を
要
求
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
権
威
的
な
医
学
化
を
免
れ
る
欲
望
は
、
宗
教
の
外
皮
を
被
っ

た
多
様
な
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
世
紀
で
は

活
発
で
あ
っ
た
し
、
現
在
で
も
そ
う
で
あ
る
。／
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
で

は
、
事
情
が
違
っ
て
い
た
。
一
九
世
紀
末
か
ら
現
在
ま
で
、
毎
年
ル
ル

ド
に
や
っ
て
来
る
数
百
万
人
の
貧
し
き
巡
礼
者
に
と
っ
て
、
巡
礼
に
は

ど
ん
な
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
身
体
と
病
が
権
威
的
に
医
学
化

さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
一
種
の
漠
然
と
し
た
抵
抗
と
い
う
意
義
で
あ
ろ

う
。／
こ
う
し
た
宗
教
的
実
践
に
、
旧
弊
な
信
仰
の
現
代
的
な
残
滓
を

見
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
こ
に
、
政
治
的
に
権
威
的
な
医
学
化
、

医
学
の
社
会
化
、
主
と
し
て
貧
し
き
人
口
集
団
に
圧
し
か
か
る
医
学
的

管
理
に
対
す
る
政
治
闘
争
の
現
代
的
な
形
態
を
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か）

7
（

。（1977, 196 D
EII 226

─227

／
Ⅵ
二
九
八
│
二
九
九
）

　

抵
抗
の
根
拠
は
、
欲
望
の
ま
ま
に
生
き
て
病
ん
で
死
ぬ
こ
と
に
置
か
れ

て
お
り
、
抵
抗
は
、
権
威
的
な
医
学
や
医
学
的
管
理
に
対
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
医
学
の
社
会
化
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。「
無
限
の
需
要

に
直
面
す
る
有
限
の
制
度
」
に
よ
る
な
ら
、
福
祉
国
家
・
医
療
産
業
の
危

機
と
は
、
財
政
的
に
「
有
限
の
制
度
」
が
諸
個
人
の
「
無
限
の
需
要
」
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
存
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
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そ
の
事
態
を
通
し
て
、
国
家
と
個
人
の
関
係
、
よ
り
限
定
す
る
な
ら
、
司

牧
権
力
と
個
人
の
関
係
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
に
存
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
危
機
」、
よ
り
正
確
に
は
、
い
ま
出
く
わ
し
て
い
る
歯
止

め
に
至
る
ま
で
は
、
個
人
が
国
家
と
の
関
係
を
自
ら
問
わ
な
か
っ
た
と

い
う
印
象
が
あ
る
。〔
…
…
〕
人
び
と
は
、「
あ
な
た
は
無
際
限
に
消
費

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
当
局
が
「
あ
な
た

は
も
う
そ
れ
に
は
権
利
が
な
い
」
と
か
、「
そ
の
手
術
に
は
保
険
は
も

う
適
用
さ
れ
な
い
」
と
か
、「
あ
な
た
に
は
入
院
費
の
一
部
を
支
払
っ

て
も
ら
う
」
と
か
、
極
限
的
に
は
、「
あ
な
た
の
生
命
を
三
カ
月
引
き

延
ば
し
た
と
し
て
も
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
あ
な
た
を
死
ぬ
に
ま
か

せ
る
…
…
」
と
公
言
す
る
と
き
、
そ
の
と
き
、
個
人
は
、
国
家
と
の
関

係
に
つ
い
て
自
問
し
、
そ
れ
ま
で
も
決
定
の
権
利
が
あ
る
と
は
ほ
と
ん

ど
知
覚
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
制
度
に
、
自
分
が
依
存
し
て
い
る
と

体
験
し
始
め
る
の
で
あ
る
。（1983, 325 D

EII 1189

／
Ⅸ
二
一
〇
│
二
一

一
）

　

し
た
が
っ
て
、
抵
抗
は
、
依
存
に
対
す
る
抵
抗
、
自
己
の
決
定
の
権
利

の
た
め
の
抵
抗
、
マ
ク
ロ
経
済
学
的
理
性
が
仕
切
る
医
療
産
業
に
対
す
る

抵
抗
と
し
て
出
現
す
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
医
療
を
核

と
す
る
社
会
保
障
は
司
牧
で
は
あ
る
の
だ
か
ら
、「
保
護
さ
れ
た
」
人
び

と
に
は
恩
恵
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
恩
恵
か
ら
外
さ
れ
て

「
周
縁
化
」
さ
れ
「
分
離
」
さ
れ
て
き
た
「
身
体
障
害
者
、
移
民
、
不
安

定
な
地
位
に
あ
る
者
た
ち
」
に
つ
い
て
も
そ
れ
な
り
の
保
護
を
与
え
る
の

で
は
な
い
の
か
。
し
た
が
っ
て
、
抵
抗
は
、
別
の
司
牧
を
求
め
て
、
あ
く

ま
で
司
牧
権
力
の
改
良
と
し
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
そ
う

し
た
異
論
が
当
然
に
も
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
フ
ー
コ
ー
は
毅

然
と
し
て
こ
う
語
っ
て
い
る
。

一
定
の
周
縁
化
に
は
、
依
存
現
象
の
別
の
面
と
呼
び
た
い
も
の
が
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
社
会
的
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
カ
バ
ー
は
特
定
の
生
活
様
式
を

押
し
つ
け
、
個
人
を
そ
れ
に
服
従
さ
せ
る
。
そ
の
生
活
様
式
に
同
意
し

た
く
な
か
っ
た
り
同
意
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
人
物
や
グ
ル
ー
プ
は
す

べ
て
が
、
制
度
の
作
用
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
周
縁
化
さ
れ
る
の
で
あ
る）

8
（

。

（D
EII 1190

─1191

／
Ⅸ
二
一
三
）

　

社
会
保
障
の
本
体
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
者
と
社
会
保
障
の
特
別
措
置
で
カ

バ
ー
さ
れ
る
者
の
あ
い
だ
に
大
き
な
違
い
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
両
者
が

と
も
に
特
定
の
生
活
様
式
へ
の
服
従
を
強
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
共
通
の
課

題
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
従
属
性
と
い
う
意
味
で
の

「
主
体
」」
で
は
な
く
な
る
と
い
う
課
題
で
あ
り（D

EII 1192

／
Ⅸ
二
一
四
）、

改
良
に
と
ど
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、
啓
蒙
の
課
題
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　

カ
ン
ト
に
よ
る
啓
蒙
の
定
義
は
「
出
立（sortie, A

usgang

）」
で
あ
っ

た
。
人
間
の
啓
蒙
は
、
人
間
が
、
自
ら
の
責
任
で
招
い
て
い
る
「
未
成
年

の
状
態
」
か
ら
出
立
す
る
こ
と
で
あ
る
が（GSA

 26

─27

／
三
二
│
三
三
）、

そ
の
未
成
年
状
態
の
例
が
三
つ
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。「
知
性
」
の
代
わ
り

に
「
書
物
」
に
頼
る
こ
と
、「
良
心
」
の
代
わ
り
に
「
司
牧
者
」
に
頼
る


